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〇 そもそもの発端と志

〇 ＳＳＨ科学技術人材育成重点枠の指定

〇 FESTAT2020，FESTAT2021

〇 第１回FESTAT

〇 FESTAT2022，FESTAT2023

〇 FESTATのこれから

・2012年度学習指導要領 数学Ⅰ「データの分析」

・2022年度学習指導要領 数学，情報 統計，データサイエンスの充実

・2019年度 先⾏実施 「総合的な探究の時間」＋学校設定科目

⽂系も，理系も・・・・

探究の良さ … 社会とか目の前の現象とか と 自分 と 学問 を 結ぶ
「キミの偏差値がここだから，この⼤学へ」じゃない，進路指導にも。



教員の「真面目さ」からくる負担感
「ちゃんと教えられるのか」「指導⽅法は︖」 こういうのが，ほしい。

SSHの発表会，交流会 → 理科が多い
数学の課題研究発表会 マスフェスタ （⼤阪府⽴⼤⼿前⾼校）→統計は少ない
統計・データサイエンスのコンペ → まず，勝って，登っていかねば交流できない。

ないなら，つくるしかない

最終発表も 中間発表も 研究初期も 交流したい。
⼿法が分からない 分析結果の評価や助言が欲しい
学びと繋がりの場がほしい。
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県外高校（香川県立観音寺第一高等学校）と
初の連携協力協定を締結

国内で初めて
「データサイエンス学部」を開設
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〇2021年度 重点枠の指定終了
�

〇2022年度〜2026年度
本校はSSH第Ⅲ期（基礎枠）に指定

基礎枠の事業として継続。
・せっかくのネットワーク・・・
・オンラインなら低予算で実施可能か︖
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FESTATの特⻑
〇 統計，データサイエンス，AIなどの課題研究が集う
〇 ⾼度な分析を競うコンペではなく 学ぶ 繋がる 交流に主眼を置く
〇 オンラインで，場所・時間・予算の制約を超えて集う

実施要領



日本経済新聞 2023年10月27日記事
「政府が新たに指定「DXハイスクール」とは︖」

図

実験やスライド作成の内容は，具体的で分かりやすくすることが重要。 グループ
全員が役割を果たせるようにすることが望ましい。 実験は時間がかかることもある
が，予想以上の結果が得られることもあるので，早めに取り組むことをおすすめす
る。 実験結果によっては検定を⾏うことで確実な結果が得られる。 実験やスライ
ド作成は⼤変だが，最後に達成感を感じることができる。 グループで協⼒して取
り組むことが重要。 実験の計画を⽴てて進めることが効果的。 実験回数をこな
すことで自⼰成⻑につながる。 実験のテーマは興味を引くものにすることが⼤切。
実験のデータは信頼性と正確性を重視して取ることが重要。 グループ内でのコ
ミュニケーションをしっかりと取ることが必要。実験のノートには詳細な記録を残すこ
とが重要。 実験を早めに始めることで，課題研究の内容の濃さが決まる。 自分
の興味のある内容に取り組むことが良い。 定義をしっかりと⾏い，他の条件との
⽐較も⾏うことが重要。 忘れ物をしないように注意し，ノートには全ての情報を
記録することが必要。

参考︓令和５年度 「普通科」２年⽣177名の振り返りシートより，「後輩へのアドバイス」の要約

ありがとうございました。

そして

これからもよろしくおねがいします。


